
単位数 課程・学科・学年

５ 全日制・普通科・3年次

時期
月 単 元・題 材名

指導
時数

単元・題材で育成する資質・能力
＜単元・題材の評価規準＞

評価方法 　学習活動 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

①　知識・技能
・波の発生原理や縦波と横波の違いを理解し、縦波を横波の形で表現できる。
・位相ずれや進行方向の違いも考慮し、正弦波の式を正しく表すことができる。
・定在波の生じるしくみ、実験・観察を通して波の重ねあわせの原理や自由端・固定端での波の反射
について、水面波の干渉で強めあう点と弱めあう点の条件、波の反射屈折の法則　等を理解してい
る。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・波の基本事項について説明できる。
・正弦波の式にx=0，t=2Tを代入した式について、何を表す式かを説明することができる。
・強めあう条件と弱めあう条件を説明することができる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・身近な波の現象に興味をもち、発生原理や基本事項を理解しようとしている。
・正弦波を数式で表す方法について理解しようとしている。
・波の干渉や反射屈折回折などの波の伝わり方に興味をもち、水面波の干渉や水面波の反射と屈
折・水面波の回折の実験に主体的に取り組んでいる。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・音の干渉について音が強めあう条件と弱めあう条件を理解し、うなりについて干渉の知識を用いて
定量的に扱うことができる。
・弦や気柱の振動と音の高さの関係について理解している。
・ドップラー効果の式を用いて、観測者が聞く音の振動数を求めることができる。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・音は空気などの媒質が必要であること、冬の良く晴れた夜に遠くの音がよく聞こえる理由、を説明す
ることができる。
・弦楽器の音にはどのようなことが関係しているか、倍音とは、気温と振動数の関係　等学習内容を
踏まえて考えることができる。
・運動している音源から出た音の波長が音源の前方と後方でどのように変化するか、観測者が動く場
合のドップラー効果がなぜ起きるか、説明することができる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・音が関係する現象に興味をもち，音の性質と音の伝わり方について理解しようとしている。
・弦楽器や管楽器について，どのようにして音の高さを変えているかについて，自分の考えを述べる
ことができる。
・身近な現象である音のドップラー効果に興味をもち，なぜそのような現象が起こるか理解しようとし
ている。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・光の反射、屈折、分散、散乱、その際に成り立つ法則を理解している。
・レンズと鏡によって生じる像を作図すること、写像公式を利用して凸レンズの焦点距離を測定するこ
とができる。
・ヤングの実験，回折格子，薄膜，くさび形空気層，ニュートンリングのそれぞれの光の干渉条件を理
解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・媒質の境界面で屈折する図からどちらの媒質が光が速いか判断でき、プリズムで白色光が分散す
る理由を説明することができる。
・凸レンズの上半分をおおうと像がどうなるか、焦点距離の外側に物体を置くとどのような像が生じる
か、説明することができる。
・回折格子の波長や格子定数を変えたときの明線の間隔の変化、ヤングの実験で光が強めあうとき
の条件、媒質の屈折率と光路長の関係、くさび形空気層の平面ガラスに力を加えたときの縞の変化、
について説明することができる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・光についての基本事項と光の進み方について理解しようとしている。
・レンズや鏡に興味をもち、どのような像ができるか理解しようとしている。
・ヤングの実験や回折格子の干渉実験に主体的に取り組んでいる。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・帯電のしくみや電気量、電気量保存の法則やクーロンの法則を理解し、関係式を正しく適用できる。
・電場がベクトル量であることを理解し電場の向きや強さを求めることができ、電気力線を理解してい
る。
・電位、等電位線（面）を理解している。
・静電遮蔽を理解している。
・コンデンサ―の基本公式、誘電体をはさんだとき、直列並列接続、充電放電のしかた、を正しく理解
している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・電荷間の距離とはたらく静電気力との関係、静電誘導及び誘電分極の現象を、説明できる。
・電位はスカラー量、電気力線と等電位線の関係、を説明できる。
・電場中の導体内部の電場と電位、アース線の役割、を説明できる。
・平行板コンデンサーの充電のメカニズム、誘電体をはさんだときの電気容量、を説明することができ
る。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・身近な現象から，静電気の現象に興味・関心をもち，さまざまな静電気現象について理解しようとし
ている。
・電気的な力が及ぶ空間である電場、電位、静電遮蔽などの事例、について興味・関心を示し、電場
と電位の違いについて理解しようとしている。
・コンデンサーの性質などを理解しようとしている。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・オームの法則をはじめとする基本式、ジュール熱や電力・電力量について、理解している。
・抵抗の直列並列接続と電流電圧の関係、電圧計・電流計や分流器・倍率器、キルヒホッフの法則、
電池の起電力や内部抵抗の関係やホイートストンブリッジや電位差計など未知の抵抗値や起電力を
調べる方法、を理解している。
・ダイオードやトランジスターのしくみとはたらきを理解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・電圧降下とは、温度と抵抗率の関係について、説明することができる。
・電圧計に含まれる内部抵抗の大きさを大きくする理由、電池の起電力や内部抵抗、について説明
できる。
・半導体のキャリアについて理解し、整流作用について説明できる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・電流の流れ方は物質の種類やつなぎ方によってどのように異なるかということに興味をもっている。
・半導体に興味や関心をもつことができる。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・磁気力に関するクーロンの法則や磁場の定義の中で磁気量がどのように使われているか理解して
いる。
・直線・円形・ソレノイドの電流がつくる磁場を理解している。
・フレミングの左手の法則、「透磁率・比透磁率・磁束密度・磁束」、平行電流が及ぼしあう力、を理解
している。
・ローレンツ力、「ホール効果・サイクロトロン」、を理解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・磁石の性質について理解し，説明できる。
・直線電流や円形電流がつくる磁場について説明できる。
・磁束密度と磁場の関係を説明でき、フレミングの左手の法則を用いて電流の流れる導線がどの向
きに力を受けるかを判断できる。
・磁場中を運動する荷電粒子の運動を説明できる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・磁石の性質に興味を示し，身近なものとの関連を考えることができる。
・電流で生じる磁場の向きを観察、実験に主体的に取り組んでいる。
・モーターの原理、電流が磁場から受ける力について理解しようとしている。
・オーロラなどのローレンツ力の例に興味・関心を示し、理解しようとしている。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・検流計を用いた誘導電流、渦電流の効果、を確認できる。
・自己誘導や相互誘導などの関係式を適用できる。
・交流電流電圧の式や位相差、リアクタンスやインピーダンス、共振回路や電気振動、を理解してい
る。
・電磁波も回折と干渉・反射・屈折の性質を示すことを理解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・レンツの法則について説明できる。
・自己誘導起電力の大きさを表す式をファラデーの電磁誘導の法則の式から、コイルに蓄えられるエ
ネルギーと電流の関係を、説明できる。
・抵抗・コイル・コンデンサーに流れる交流電流に対する位相差を説明できる。
・電磁波の発生原理について説明できる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・電磁誘導や渦電流の実験に主体的に取り組んでいる。
・変圧器を例に、自己誘導・相互誘導に学習する意欲・関心をもっている。
・コイルやコンデンサーでの電圧・電流の位相差に興味をもち、交流回路について理解しようとしてい
る。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・放電（気体放電，真空放電）および陰極線、比電荷、ミリカンの実験を踏まえた電気素量の導出、を
理解している。
・光子のエネルギーの式、光電効果、電子ボルト単位を理解適用できる。
・X線の性質・特徴、X線回折、コンプトン効果、を理解している。
・物質波、電子線の回折や干渉、を理解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

11月

第5編　原子
１．電子と光
（１）電子
（２）光の粒子性
（３）X線
（４）粒子の波動性

16

実験32　放電管、陰極線
実験33　光電効果

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・地学（宇宙）

10月 

４．電磁誘導と電磁波
（１）電磁誘導の法則
（２）自己誘導と相互誘導
（３）交流の発生
（４）交流回路
（５）電磁波

18

実験29　電磁誘導、交流発電機
実験30　自己誘導
実験31　共振回路

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・技術・情報
　（電気回路）

9～10月

３．電流と磁場
（１）磁場
（２）電流のつくる磁場
（３）電流が磁場から受ける
力
（４）ローレンツ力

16

＊物理基礎の復習

実験24　磁石による磁場観察
実験25　電流による磁場観察
実験26　電流同士にはたらく力
実験27　モーター
実験28　ｸﾙｯｸｽ管による荷電粒子にはたらく力

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答 ・地歴公民

　(技術史・環境)
・家庭科
　(生活器具・環境)
・技術・情報
　（電気回路）
・地学（惑星）

・技術・情報
　（電気回路）
・化学
　(電気分解、電池)

７月

第4編　電気と磁気
１．電界と電位
（１）静電気力
（２）電場
（３）電位
（４）物質と電場
（５）コンデンサー

18

実験17　箔検電器
実験18　等電位線
実験19　静電遮蔽、静電モーター
実験20　コンデンサーの静電容量

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・技術・情報
　（電気回路）

９月
２．電流
（１）オームの法則
（２）直流回路
（３）半導体

12

＊物理基礎の復習

実験21　電力の熱作用
実験22　ホイートストンブリッジ
実験23　ダイオードの特性

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・保健体育・美術
・情報・地学
　(光、鏡、恒星)
・数学（二次関数）

５月

２．音
（１）音の伝わり方
（２）発音体の振動と共振・
共鳴
（３）音のドップラー効果

16

＊物理基礎の復習

実験5　音の三要素　観察
実験6　可聴音と超音波
実験7　音の干渉

実験8　弦の共鳴
実験9　気柱の共鳴
実験10　楽器

実験11　回転ブザーのドップラー効果
実験12　水面波のドップラー効果

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・保健体育・音楽
　(音波、楽器)

６月

３．光
（１）光の性質
（２）レンズと鏡
（３）光の回折と干渉

16

＊物理基礎の復習

実験13　虹、青空の原理
実験14　レンズの利用
実験15 ヤングの実験
実験16　分光器の製作

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

＊物理基礎、物理「円運動」の復習

実験1　縦波・横波
実験2　重ね合わせの原理
実験3　反射、定常波
実験4　ﾎｲﾍﾝｽの原理、屈折、回折

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

科目名 使用教科書名（出版社）

物理 総合物理２－波・電気と磁気・原子－(数研出版)

科目の目標
（1） 物理学の基本概念・自然界の法則についての知識と理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する技能を身に付けるようにする。
（2） 観察、仮説、実験を通して法則性を見いだすなど、科学的に探究する力を養う。
（3） 自然界のあらゆる現象に興味関心を持って主体的に関わり、科学的に応用・探究しようとする態度を養う。

・保健体育・地歴公民
・地学　(地震、津波)
・数学（正弦波、三角関
数）

４月

第3編　波
１．波の性質
（１）波と媒質の運動
（２）正弦波の式
（３）波の伝わり方

12



②　思考・判断・表現
・電子の比電荷と電気素量の値から電子の質量をどのように求めるか説明できる。
・光電効果の原理を踏まえて，考え，説明することができる。
・X線回折とコンプトン効果を、波動性と粒子性で説明できる。
・電子の波動性について説明できる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・電子の発見、電荷や質量の測定、電子の性質、を理解しようとしている。
・光の粒子性に興味・関心を示し、光電効果の原理を理解しようとしている。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能
・連続・線スペクトル、ボーア理論（量子条件・振動条件）、を理解している。
・「原子・原子核」記号から、陽子・中性子の数を求めることができ、同位体について理解している。
・放射性崩壊による原子核の変化、半減期、単位の定義、を理解している。
・核反応によって放出されるエネルギーを求めることができ、核分裂反応・核融合反応について理解
している。
・素粒子の分類について理解している。

ノート、授業観察、小テスト、考査
テスト

②　思考・判断・表現
・電子のエネルギー準位について理解し、説明できる。
・原子核の構成から同位体どうしの相違点について説明できる。
・α線β線γ線の正体や、α崩壊β崩壊のしくみを説明できる。
・核反応の前後で原子核の質量の和が減少、質量差に相当するエネルギーが解放されることを定量
的に説明できる。
・ハドロンがどのような粒子で構成され、どのような力がはたらいているかを説明できる。

ノート、授業観察、レポート、考査
テスト

③　主体的に学習に取り組む態度
・原子に興味・関心を示し、構造とエネルギー準位も理解しようとしている。
・原子核について理解しようとしている。
・「放射線」と「放射性物質」の意味の違いに興味・関心を示し、放射線とその性質について理解しよう
としている。
・莫大な量のエネルギーがなぜ取り出せるのか興味・関心を示し、理解しようとしている。
・物質の最小単位、自然界にはどのような力が存在するか興味・関心を示し、理解しようとしている。

ノート、授業観察、課題

①　知識・技能 模擬試験(毎時)

②　思考・判断・表現 模擬試験(毎時)

③　主体的に学習に取り組む態度 授業観察

175指導時間数の計

・地学（宇宙）
・技術（原子力）

12～3月 演習 35 － － －

11月

第5編　原子
１．電子と光
（１）電子
（２）光の粒子性
（３）X線
（４）粒子の波動性

16

実験32　放電管、陰極線
実験33　光電効果

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答

・地学（宇宙）

２．原子と原子核
（１）原子の構造とｴﾈﾙｷﾞｰ
準位
（２）原子核
（３）放射線とその性質
（４）核反応と核エネルギー
（５）素粒子

16

実験34　黒い炎(吸収線)
実験35　霧箱

・班別実験による討議、発表、
レポート作成
・発問に対する個別解答


